
▼
賃
金
の
不
払
い
が
あ
る
場

合
は働

い
た
賃
金
は
、
直
接
、
自

分
か
事
業
所
か
ら
受
け
取
る
二

と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
も
し
、

―

―

職

安

と

お

し

て

正

し

く

就

労

―

―

・

事
業
所
が
賃
金
を
支
払
・娃

い

場
合
は
、

「
出
稼
労
働
手
帳
」

出
か
せ
ぎ
す
る
ノ
、
■
、
事
故

っ
き
り
し
な
い
就
労
に
な
り
が

　

自
分
の
か
ら
だ
の
具
合
を
よ

に
未
払

い
の
内
訳
を
事
業
所
の

の
な
い
安
全
な
職
場
１■
就
労
し

ち
で
す
。
し
か
も
、
二
う
し
た

く
知
り
、
自
分
に
適
し
た
仕
事

責
任
者

に
書

い
て
も
ら

い
確
認

留
守
家
族
も
安
心
し
て
す
ご
す

事
業
所
に
か
ぎ

っ
て
災
害
事
故

に
つ
く
た
め
健
康
診
断
を
受
け

し
て
お
く
こ
と
で
す
。
約
束
の

こ
と
が
で
き
る
よ
う
ｉ■
し
た
い

が
起
き
た
り
、
賃
金
不
払

い
に

る
二
と
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
期
日
に
請
求
し
て
も
支
払

っ
て

も
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
ぁ
ぅ
二
と
が
多
い
の
で
す
。
　
　
　
▽
安
全
に
は
、
つ
ね
に
心
掛

も
ら
え
な

い
場
合
は

一
日
も
早

▽
出
か
せ
ぎ
す
る
場
合
は
家

　

村
の
出
か
せ
ぎ
相
談
所
と
よ

け
る
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
く
こ
の
二
と
を
事
業
所
の
あ
る

族
と
相
談
を
　
　
　
　
　
　
　
く
相
談
し
、
職
業
安
定
所
の
紹

　

現
場
の
規
則
と
か
注
意
を
よ

と
二
ろ
の
労
働
基
準
監
督
署
に

自
分

一
人
だ
け
が
出
か
せ
ぎ

介
で
安
全
な
事
業
所
に
就
労
し

く
守
る
よ
う
に
心
が
け
、
働
く

屈
け
出
て
賃
金
を
受
け
取
る
よ

―■
行
く
の
だ
と
い
う
考
え
方
で

ま
し
よ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
現
場
が
あ
ぶ
な
い
と
思

っ
た
ら

う
に
す
る
こ
と
で
す
。

な
く
、
家
族
と
よ
く
話
し
合
い
　

▽
出
か
せ
ぎ
前
に
健
康
診
断

現
場
の
責
任
者
に
話
し
て
直
し

　

な
お
、
出
か
せ
ぎ
先
で
困

っ

納
得
の
１１，
く
方
法
で
出
か
せ
ぎ

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。　
　
　
　
た
と
き
は
、
本
県
の
県
外
事
務

し
ま
し
よ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
出
か
せ
ぎ
は
重
労
働
で
あ
る

　

▽
も
し
、
ケ
カ
と
か
事
故
が

所
や
出
か
せ
ぎ
相
談
所
に
気
軽

△
出
か
せ
ぎ
は
、
い
っ
で
も

場
合
が
多
く
、
と
か
く
過
労
に

起
き
た
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

正
Ｌ
い
手
続
き
で
　
　
　
　
　
な
り
が
ち
で
す
。
ま
た
、
出
か
　

作
業
中
、
ヶ
ガ
ゃ
事
故
が
起

縁
故
、
知
ノ
、

１．
ょ
る
出
か
せ

せ
ぎ
先
で
脳
卒
中
で
倒
れ
る
人

き
た
ら
す
み
や
か
に
事
業
所
の

ギ
■
、
と
か
く
労
働
条
件
の
は

の
数
も
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。　
責
任
者

に
労
災
保
険
の
手
続
き

大
田
小
六
年
奈
良

つ
か
子
さ

ん

体
位

・
体
力

・
学
習
の
二
つ
が
そ
ろ
う
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奈 良 さん

犬 を飼 うエチ ケツ ト

◆…かならずつないでおく

◆…登録して予防注射をう

ける

◆…いらない犬は捨てずに

役場へ連絡する

一̈
動中一「っぃ骰詢か鍬
一̈）けぼ神晰は日球ほ
しヽゃ

昭
和
四
十
五
年
度
の
健
康
優
良

児
童
を
決
め
る
県
審
査
会
は
九

月
二
十
六
日
開
か
れ
ま
し
た
が

大
田
小
学
校
六
年
生
の
奈
良

つ

か
子
さ
ん
は
体
位

・
体
力

・
学

習
の
優
秀
さ
が
認
め
ら
れ
、
見

事
、
準
県

一
位
に
な
り
ま
し
た

つ
か
子
さ
ん
は
、
北
五
地
区

け
て
よ
く
、
都

な
ん
で
も
や
れ
ま
す
が
、
九
月
十
七
日
に
開
か

の
審
査
会
で
も
特
選
の
成
績
を

市
部
の
児
童
に

お
さ
め
同
地
区
の
代
表
と
な
り

一
歩
も
ひ
け
を

ま
し
た
が
、
県
内
各
地
区
か
ら

と
ら
な
い
ほ
ど

集
ま

っ
た
健
康
優
良
児
童
十
人

立
派
な
成
績
で

の
な
か
か
ら
、
準
県

一
に
に
選

し
た
。

こ
れ
は

ば
れ
た
も
の
で
す
。　
　
　
　
　
″
へ
き
地
校
で

審
査
の
内
容
は
体
位

・
体
力

も
が
ん
ば
れ
ば

・
学
習
の
三
つ
が
基
本
で
す
が

で
き
る
ん
だ

″

つ
か
子
さ
ん
の
場
合
、
体
位
で

と
い
ぅ
こ
と
を

は
身
長

一
五
五

・
七
ゼ

ン
チ
、　
し
め
し
て
く
れ

体
重
四
九
キ
ロ
、
胸
囲
七
七
セ

た
も
の
で
、
太

ン
チ
、
座
高
八
六
セ
ン
チ
、
体

田
の
子
ど
も
た

カ
テ
ス
ト
は
、
五
〇
層
走
七

・

ち
を
元
気
づ
け

三
秒
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
四

ま
し
た
。

○
妍
、
立
ち
巾
と
び

一
Ｍ
九
五

　

ま
た
、

つ
か

セ
ン
チ
、
懸
垂
二
〇
秒
、
と
全

子
さ
ん
は
健
康

国
平
均
を
大
き
く
上
回

っ
て
い

優
良
児
だ
け
に

ま
す
。
ま
た
、
学
習
は
ず
ば
抜

ス
ポ
ー
ト
ツ

は

保
◇
か
ぜ
を
防
せ
ぐ
に
は

日
∫
斑
↓
脚

れ
た
村
内
小
学
校
野
球
教
室
で

は

一
塁
手
と
し
て
大
活
躍
、
政

斗
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

な
お
、
兄
の
義

一
さ
ん
は
五

農
高

の
野
球
部
員
で
、
こ
と
し

夏
の
甲
子
田
大
会

へ
出
場
、
好

ブ

レ
ー
を
見
せ
た
遊
撃
手
。

秋
の
火
災
予
防
運
動
は
、
十

日
ま
で
続
け
ら
れ
ま
す
が
、
雪

国
は
他
の
地
方

に
く
ら
べ
て
曖

戻
器
具
を
と
り
あ

っ
か
う
機
会

が
多
く
、
ま
た
期
間
も
長
い
の

意

火
災
は
ほ
ん
の

一
寸
し
た
不

注
意
か
ら
大
事
を
お
こ
し
て
い

ま
す
。
と
く
に

幼
児
の
、
火
遊

び
が
原
因
に
な

る
こ
と
が
多
い

の
で
、
ふ
だ
ん

か
ら
き
び
し
い

し
つ
け
を
す
る

と
と
も
に
次
の

こ
と
を
注
意
し

▽
石
油
、

ガ

ス
、
電
気
ス
ト

ー
プ
の
取
り
あ

▽
風
呂
、

ス
ト
ー
プ
の
煙
突

に
破
損
が
な

い
か
ど
う
か
、
注

意
す
る
と
と
も
に
、
完
全
に
と

り
つ
け
る
こ
と
。

▽
ス
ト
ー
プ
等
の
取
り
灰
は

完
全

に
処
理
し
、
寝
る
前
に
も

う

一
度
た
し
か
め
る
こ
と
。

▽
ア
イ

ロ
ン
、

コ
タ
ツ
等
の

電
気
器
具
の
使
用
に
注
意
す
る

▽
タ
バ

コ
の
吸
い
が
ら
に
注

意
す
る
こ
と
。

（
灰
皿
に
は
、

い
つ
も
水
を
入
れ
て
お
く
）

▽
外
出
、
就
寝
時

に
は
、
か

な
ら
ず
火
の
元
の
安
全
を
た
し

か
め
る
こ
と
。

七
月
か
ら
十
月
二
十
日
ま
で

届
け
出
分

難

華

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す

女
渕
正
俊

（
埼
玉
）
正
美

和
島
　
茂

（
磯
松
）
義
則

村
元
宏
禎

（
磯
松
）
弘
蔵

竹
谷
千
穂

（脇
元
）
博

亀
田
幸
則

（十
三
）
幸
美

三
和
克
則

（相
内
）
錦

一

糸
谷
豊

一

（相
内
）
豊
之

俵
谷
　
玲

（脇
元
）
光
政

（
五
所
川
原

）
　

伊
南
　
裕
康

（
磯
松
）

（小
泊
）
　

　

　

斎
藤
　
恭
子

（
五
所
川
原
）

（十
三
）
　

　

　

福
士
　
敬
悦

（小
泊
）

（十
三
）
　

　

　

一二
和
　
洋
子

（相
内
）

（
磯
松
）
　

　

　

金
川
　
邦
夫

（横
浜
）

（北
海
道
）
　

　

小
寺

ヒ
サ
子

（十
三
）

成
田
博
美

（脇

几
）
松
雄

石
岡
　
潤

（脇
元
）
認

安
保
千
城

（相
内
）
静
雑

奈
良
哲
哉

（十
三
）
賢
蔵

山
田
克
夫

（桂
川
）
正

柏
谷
美
香
子

（相
内
）
重
蔵

奈
良
耕
太
郎

（十
三
）
豊
勝

野
村
拓
也

（十
三
）
武
正

藤
田
勝
彦

（
磯
松
）
文
彦

福
島
俊
司

（十
三
）
等

三
上
千
穂
子

（相
内
）
三
男

佐
藤
智
永
子

（太
田
）
直
行

成
田
由
美
子

（脇
元
）
勇
治

中
井
信
哉

（十
三
）
貫

一

奈
良
美
和
子

（太
田
）
銀
二

石
岡
　
学

（脇
元
）
鉄
光

三
和
敬
子

（相
内
）
孝
治

笹
山
　
満

（脇
元
）
勝

櫛
引
珠
美

（脇
元
）
広

藤
田
真
紀
子

（
磯
松
）
要

増
田
浩
二

（
板
柳
）
良

一

木
村
　
雄

一

瓜
田
　
萩
枝

横
山
　
義
光

梶
浦
　
菊
子

佐

々
木
安
雄

山
下

ノ
リ
子

柿
沼
　
正
勝

佐
藤

ヒ
デ
子

中
村
　
幸
春

古
川
　
文
江

今
　
　
政
則

（中
里
）

丸
山
　
ま
さ

（太
田
）

崚
岬恵
蓬
湖
一爾
翻
｝

山
中
　
勝
男

（脇
元
）

秋
．た
シ
ズ

エ

（
栃
木
）

吉
川
　
寿

一

（東
京
）

成
田
　
礼
子

（
脇
元
）

三
橋
　
弘
光

（
五
所
川
原
）

和
島
　
久
子

（
磯
松
）

八
木
沢
春
夫

（十
三
）

松

「
　
智
子

（車
力
）

成
田
　
敏
雄

（脇
元
）

成
田
　
和
子

（脇
元
）

今
　
　
勝
治

（深
浦
）

三
和
ま
り
子

（相
内
）

新
岡
　
敏
治

（磯
松
）

越
崎
　
マ
リ

（青
森
）

山
田
　
正
宏

（
磯
松
）

中
村
　
サ
ワ

（岩
手
）

奈
良
　
博
昌

（相
内
）

上
橋
久
美
子

（東
京
）

靱

蜀

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す
―

奈
良
　
源
之

（相
内
）
７５
才

三
上
其
太
郎

（相
内
）
７０
才

奈
良

　
キ
ナ

（
大
田
）
６８
才

石
戸
谷
武

一

（相
内
）
３３
才

佐
藤
宗
之
助

（車
力
）
８９
才

山
田
　
　
了

（脇
元
）
２０
才

奉
震

留
吉

（十
一３

５０
才

①
燃
え
て
い
る
と
き
は
油
を
補
　
▽
老
人
、
子
ど
も
、
病
人
は

給
し
な
い
こ
と
、
②
火
の
つ
い

階
下
に
寝
せ
る
こ
と
。

た
ま
ま
持
ち
運
ば
な

い
こ
と
、

轟
”̈̈一一難

あ
岬
蟷

い
つ
ま
で
も
お
し
あ
わ
せ
に
―

　

佐
藤
　
リ
ヱ

（青
森
）

三
和
　
光
雄

（相
内
）
　

　

　

中
原
　
慎
吾

（
函
館
）

戸
沢
恵
美
子

（青
森
）
　

　

　

石
森
　
恵
子
ス
相
内
）

結
村

ハ
規

工 喜

｛機
林
｝
　

　

　

赫
神
略
蟻
畑

｛韓
馴
｝

加
藤
　
順
康

（東
京
）
　

　

　

鈴
木
　
武
雄

（
茨
城
）

木
村
　
初
枝

（太
田
）
　

　

　

松
橋
の
り
子

（
十
三
）

（東
京
）

（相
内
）

（中
里
）

（大
田
）

北
谷
　
勝
昭

（中
里
）

山
本
　
栄
子

（太
田
）

中
井
　
　
孝

（十
三
）

秋
元
久
美
子

（
栃
木
）

官
越
　
正
夫

（中
里
）

三
橋
　
節
子

（
磯
松
）

ι》ら
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交通安全ス・ローガン

(運転者向け)・ "カ ツとする心の動きが事

故のもと

(歩行者向け)。・無理するな遠くに見えて

も車は速い

(こ ども向け)・・・いつものなれたとおりで

もただしく歩いて、正し

くおうだん

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
　
　
他
農
業
を
営
む
か
た

（共
同
施

◆
融
資
さ
れ
る
　
　
　
　
　
行
、
個
人
な
ど
は
農
協
か
ら
転

お
も
な
事
業

　

貸
を
う
け
る
方
法
が
簡
単
で
し

国
の
補
助
対
象
と
な
ら
な

い

よ
う
）

小
規
模
な
次
の
事
業
．
　
　
　
　
　
◆
金
額
及
び

▽
か
ん
が

い
排
水

（溜
池
、　
　
　
　
　
償
か
ん
方
法

水
路
、
揚
排
水
ポ

ン
プ
、
取
入

　

事
業
費
の
八
割
以
内
で
、
最

堰
の
新
設
改
修
）
▽
畑
地
か
ん

低
十
万
円
以
上
。
償
か
ん
期
間

が

い
▽
区
画
整
理
▽
客
土
▽
農

は
二
十
五
年
以
内

（据
置
五
年

道
∇
索
道
▽
開
畑
▽
畦
畔
整
備

以
内
を
含
む
）

▽
維
持
管
理

（
受
益
面
積
に
、　
　
元
利
均
等
年
賦
か
半
年
賦
、

十
ア
ー
ル
あ
た
り
三
千
円
を
要

年
利
率
三
分
五
厘

（
日
歩
九
厘

し
た
範
囲
内
の
事
業
費
で
、
毎

六
毛

に
相
当
）

年

一
定

に
支
出
さ
れ
る
費
用
は
　

◆
取
扱
所

除
き
ま
す
）
　
　
　
　
　
　
　
　
青
森
銀
行
、
青
和
銀
行
、
弘

◆
借
り
入
れ
　
　
　
　
　
　
一則
相
互
銀
行
、
市
浦
村
農
業
協

で
き
る
か
た
　
　

　

同
組
合
。

土
地
改
良
区
、
農
協
、
そ
の

み
　
ん
　
な

交
通
災
害
共
済

へ

１

日
１
円

（
年

額

三
百

五
十

円
）
で

大

き

な

補

償

加
入
申
込
み
は
、
役
場
総
務
課
で
受
付
て

お
り
ま
す
。
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昨
年
七
月
か
ら
、
建
設
を
す
す
め
て
い
た
統
合
中

学
校

々
舎

こ
寄
宿
合
が
完
成
し
ま
し
た
。
新
校
合
で

の
授
業
は
、
九
月
七
日
か
ら
は
じ
め
ま
し
た
が
、
相

内
地
区
を
の
ぞ
い
た
百
七
十
六
人
の
生
徒
は
寄
宿
舎

へ
は
い
り
、
楽
し
い
日
々
を
お
く

っ
て
い
ま
す
。

以
下
‐ｔ
、
写
真
で
見
る
市
浦
中
学
瞳

々
合
と
寄
宿

合
の
内
部
で
十
．

水洗便所―はじめて使用してみたという生徒も

ヽヽます。

衛41的な調理室、

i嘔 ばれます。

技術室一 いろいろな技術を勉強すると二ろです。

木工と金工にわかれています。

音楽室―放送局のように音響効果を高めるために

防音装置にな つているほか階段式にな つています

寄宿室の食堂一舎牛の食事は 二二てtテ レビt,そ

なえられています。定 員20o人 の大食堂てす。

保健室一か らだの調子の悪いときは、 りヾちろ′た、

日常の健康状態を調′tる と二ろてす。

栄養価の高い給食は 二二か ら
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